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8
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

この度、新安来市発足１０周年を迎えるにあたり、

市の一体感をさらに醸成するため市の歌を制作いた

しました。歌の題名は、「愛（いと）し ふるさと

安来」。作詞・作曲は、安来市出身のシンガーソン

グライターで、安来市ふるさと大使でもあるＨＡＮ

ＺＯさん、同じく安来市出身で作曲家・田部由美子

さんのお２人に依頼して、素晴らしい曲を作り上げ

ていただきました。歌詞には安来、広瀬、伯太各地

域のなじみ深い地名がちりばめられ、皆で手を取り

合って、前に向かって歩いて行こうという、力強い

メッセージが込められています。

これから新たに 10 年、100 年と安来が未来に向

けて歩んでいくにあたり、市民の皆さんのふるさと

に寄せる思いは欠かせないものです。この歌が、そ

の思いや誇りを更に確固たるものとして、先人たち

が作り上げてこられた安来に、新しいふるさとの歴

史を創る手助けとなってくれるものと確信しており

ます。安来の歌、自分の住むまちの歌として、末永

く、親しんでいただき、多くの市民の皆さんの力と

なり、市民・地域の絆を結ぶ“市の歌” になること

を願っています。

「３、２、１、発射！」

今月の表紙

親子で一緒につくったペットボトル

ロケット。ロケットが大空に向かい水

しぶきを放ちながら飛び立つと、大き

な歓声が上がっていました。

・撮 影 日 ６月２１日

・撮影場所 広瀬中央公園

市市
のの
歌歌
がが
視視
聴聴
でで
きき
まま
すす

市民や地域の絆を

結ぶ歌に

市
の
歌
「
愛
し

ふ
る
さ
と

や
す

ぎ
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で

き
る
ほ
か
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、
主
要
な

市
関
連
施
設
な
ど
に
Ｃ
Ｄ
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
自
治
会
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。
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安
来
市
と
㈱
中
電
工
（
本
社
・

広
島
市
）
は
６
月
２０
日
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
行
政
課
題

の
解
消
を
目
指
し
、
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の

共
同
開
発
に
取
り
組
む
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

安
来
市
で
は
、
平
成
２５
年
度

か
ら
行
政
情
報
を
視
覚
的
に
伝

達
で
き
る
仕
組
み
の
開
発
と
試

験
的
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
行
政
告
知
放
送
で
は

伝
達
で
き
な
い
聴
覚
障
が
い
者

な
ど
に
文
字
情
報
を
送
信
す
る

と
と
も
に
、
自
宅
に
設
置
し
た

赤
色
ラ
ン
プ
で
即
時
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
。
こ
の

開
発
は
、
中
電
工
に
発
注
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

セ
ン
サ
ー
を
実
装
す
る
こ
と
で
安
否
確
認
も
可
能
な

シ
ス
テ
ム
へ
の
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
同
社

か
ら
、
情
報
管
理
や
機
能
強
化
に
関
す
る
部
分
を
自

社
で
取
り
組
み
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
協
定
締
結
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。

ほ
か
に
も
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
相
互
に
行
政
ニ
ー

ズ
と
最
新
情
報
通
信
技
術
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
な

が
ら
、
中
電
工
の
保
有
す
る
最
新
技
術
や
知
識
を
生

か
し
、
福
祉
分
野
や
行
政
効
率
化
に
関
す
る
先
進
シ

ス
テ
ム
の
開
発
等
を
、
安
来
市
と
安
来
市
の
光
情
報

通
信
網
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
共
同
で
取
り
組
み
ま
す
。

成
果
品
が
完
成
し
た
際
に
は
、「
安
来
モ
デ
ル
」
と

し
て
商
品
化
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
虫
歯
予
防
の
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
７
月
６
日
、
口

腔
衛
生
展
が
開
催
さ
れ
、
２
４
１

人
が
健
診
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
と
県
歯
科
衛
生
士

会
安
来
支
部
が
２
歳
以
上
の
子
ど

も
や
大
人
を
対
象
に
、
市
歯
科
医

師
会
の
協
力
で
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
。
歯
科
健
診
や
歯
科
相

談
、
歯
を
丈
夫
に
す
る
働
き
が
あ

る
フ
ッ
化
物
塗
布
や
フ
ッ
化
物
洗

口
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
か
ら
供
用
開
始
し
た
飯
島

工
業
団
地
緑
地
広
場
で
６
月
１５
日
、

十
神
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会（
主
催
・
十
神
体
協
）が
開
催
さ

れ
、
５０
代
か
ら
８０
代
ま
で
の
愛
好

者
ら
７３
人
が
新
し
い
芝
生
の
上
で

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
会
は
個
人
戦
と
十
神
地
区
自

治
会
対
抗
の
団
体
戦
が
あ
り
、
近

藤
市
長
ら
の
始
球
式
で
競
技
を
開

始
。
参
加
者
は
初
め
て
使
用
す
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
新
し
い
芝
生
の
感

触
を
確
め
な
が
ら
目

い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

情情報報提提供供シシスステテムムななどどをを共共同同開開発発

口口腔腔衛衛生生展展をを開開催催
フフッッ化化物物でで虫虫歯歯予予防防

中中電電工工とと協協定定をを締締結結

福福祉祉やや行行政政効効率率ななどどのの分分野野でで連連携携

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

緑緑地地広広場場でで初初ののイイベベンントト
芝芝生生のの上上ででググララウウンンドドゴゴルルフフ大大会会

▼

協
定
書
に
調
印
し
握

手
を
交
わ
す
㈱
中
電
工

神
出
亨
代
表
取
締
役
社

長(

右)

と
近
藤
市
長
。

▼

試
験
運
用
し
て
い
る

視
覚
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
。
現
在
４
世
帯
で
試

験
的
に
運
用
。
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平
成
２９
年
度
に
切
川
地
区
で
開
館

予
定
の
市
民
会
館
（
仮
称
）
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
委
員
会
が

６
月
２６
日
、
安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

委
員
は
、
市
内
外
の
文
化
・
商
工

関
係
団
体
の
代
表
者
な
ど
９
人
で
構

成
さ
れ
、
任
期
終
了
と
な
る
平
成
２８

年
３
月
末
ま
で
に
、
新
会
館
の
名
称
、

事
業
方
針
、
施
設
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
や
運
営
形
態
な
ど
を
協
議
し

て
意
見
書
と
し
て
ま
と
め
、
市
長
に

報
告
し
ま
す
。
市
は
委
員
会
の
意
見

を
踏
ま
え
て
管
理
運
営
方
法
を
決
定

す
る
予
定
で
す
。

７
月
４
日
か
ら
第
８
回
美
術
展
が
和

鋼
博
物
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
写
真
、

洋
画
の
２
部
門
に
市
民
な
ど
か
ら
応
募

さ
れ
た
作
品
７６
点
が
並
び
ま
し
た
。

市
展
賞
に
は
洋
画
部
門
は
、
二
岡
み

え
こ
さ
ん
の
「
自
然
観
察
」、
写
真
部

門
は
石
原
康
博
さ
ん
の
「
福
よ
来
い
‼
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
講
評
し
た
審
査
員

は
「
両
部
門
と
も
全
体
的
に
質
が
高

い
。
若
い
人
の
応
募
が
多
く
今
後
が
期

待
さ
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

５
月
２９
日
、市
は
市

役
所
の
各
種
手
続
き

や
補
助
制
度
、
生
活

相
談
窓
口
な
ど
を
掲

載
し
た
、
地
域
行
政

情
報
紙
「
安
来
市
く
ら
し
の
ガ
イ

ド
」
を
共
同
で
発
行
す
る
協
定
を

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。
協
定
に
よ
り
市
は
行
政

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
㈱
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
が
無
償
で
編
集
・
印

刷
な
ど
を
行
い
ま
す
。

発
行
・
配
布
時
期
は
１１
月
を
予

定
。
各
世
帯
に
配
り
市
民
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

備考

◎

○

◎委員長○副委員長 ※敬称略

氏 名

石橋富二雄

角 久夫

西尾 俊

小松原直樹

原 庸一

浜田 学

真野 善久

間 泰治

石栗 昌彦

五島 朋子

役職

委員長

副会長

館長

議長

副会長

理事長

専務理事

副会長

総支配人

准教授

団 体 名

前安来市民会館
建設検討委員会

安来市音楽協会

島根県民会館

安来市労働組合
協議会

安来市文化協会

ＪＣ
（安来青年会議所）

安来商工会議所

安来市商工会

安来節演芸館

アドバイザー

鳥取大学地域学
部附属芸術文化
センター

広告にご協力を

経
費
は
ガ
イ
ド
内
に
掲
載
す
る
広
告
掲
載
料
を
充
当
す
る
予
定
で
す
。

小
さ
な
サ
イ
ズ
で
も
掲
載
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
…
定
住
企
画
課
℡
２３‐

３
０
６
０

▼
広
告
に
つ
い
て
…
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陰
支
店
℡
０
８
５
２‐

２５‐

１
３
６
６

くくららししののガガイイドド作作成成ししまますす
㈱㈱ササイイネネッッククススとと協協働働でで

第第１１回回検検討討委委員員会会をを開開催催
市市民民会会館館((仮仮称称))のの管管理理運運営営をを検検討討

市市政政トトピピッッククスス

▼

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
村

田
吉
優
代
表
取
締
役
社

長(

右)

と
近
藤
市
長
。

安来市民会館（仮称）管理運営計画検討委員会

力力作作そそろろうう市市民民美美術術展展
洋洋画画・・写写真真７７６６点点
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受 験 資 格

昭和 60年４月２日から平成 9年４月１日までに生まれた人。

昭和 60年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人（平成 26
年度取得予定者を含む）。

昭和 60年４月２日から平成 9年４月１日までに生まれた人。

昭和 60年４月２日以降に生まれた人で、幼稚園教諭免許状および保育士資
格を有する人（平成 26年度取得予定者を含む）。

昭和 60年４月２日以降に生まれた人で、栄養士免許を有する人（平成 26
年度取得予定者を含む）。

平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人で、心身健康にし
て消防職務の遂行に必要な体力を有する人。
※視力（含矯正視力）で 0.8 以上、色覚ならびに聴力が正常であること。
※採用後は安来市内に居住すること。
※普通自動車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する人。（採用の日までに
同免許を取得できる人または採用後直ちに同免許を取得できる人を含む）。
※採用後、中型自動車運転免許を自己において取得できる人。

募集人員

4名程度

１名程度

２名程度

１名程度

２名程度

３名程度

職 種

一般事務職

保 健 師

土 木

幼稚園教諭
・ 保 育 士

調 理 師

消 防 職

【１次試験】試験日：平成２６年９月２１日㈰ 会場：安来中央交流センターほか

※２次試験の日時は、１次試験合格者に通知します。

募集要項に基づき、試験申込書を人事課に提出してください。

※募集要項は人事課で配布するほか、市のホームページからダウンロードできます。

※郵送で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、９２円

切手を貼付した宛先明記の返信用封筒（長形３号１２ｃｍ×２３．５ｃｍ）を必ず同封の上、

請求してください。

平成２６年７月１８日㈮～平成２６年８月１８日㈪８時３０分～１７時１５分

※土日祝日を除く。郵送の場合は、８月１８日㈪までに到着したものを有効とします。

●問い合わせ・申し込み・要項等の請求先

安来市総務部人事課 〒６９２‐８６８６ 安来市安来町８７８番地２ ℡２３‐３０２１

安安来来市市職職員員採採用用試試験験
平平成成２２７７年年度度採採用用予予定定のの職職員員をを募募集集ししまますす

募集！情熱人。

募集する職種・人員・受験資格

試 験

受験手続

受付期間

５５



現
在
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。
８
月
か
ら
の

お
使
い
い
た
だ
く
新
し
い
保
険
証

（
も
も
色
）は
、
７
月
中
旬
に
お
送
り

し
ま
し
た
。

現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
７
月
３１
日
で
す
。８
月
か

ら
お
使
い
い
た
だ
く
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
は
７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
さ
れ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
２
割
ま

た
は
３
割
）
を
、
前
年
度
所
得
に
応

じ
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

※
自
己
負
担
割
合
は
、
昭
和
１９
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
現

役
並
み
の
所
得
を
得
て
い
る
人
（
３

割
負
担
）
を
除
き
、
引
き
続
き
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
を
対
象

に
、
医
療
費
と
入
院
時
の
食
事
代
が

減
額
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
７０
歳
未
満
の
人
（
住
民
税

課
税
世
帯
の
人
）
に
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
申
請
に
よ
り

認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
認
定
証
を
お
持
ち

の
人
で
、
引
き
続
き

必
要
が
あ
る
場
合

は
、
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。（
認
定
証

の
有
効
期
限
は
７
月

３１
日
㈭
で
す
）

※
70
歳
以
上
の
課
税

世
帯
の
人
は
、
認
定

証
が
な
く
て
も
自
己

負
担
限
度
額
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証
②
印
鑑
③
長
期
入
院
（
９０

日
以
上
）
を
し
た
人
で
減
額
制
度
の

該
当
に
な
る
人
は
、

直
近
4
カ
月
分
の
入

院
分
の
領
収
書
ま
た

は
請
求
書
。

●
申
請
先

保
険
年
金
課
（
安
来

庁
舎
③
番
窓
口
）、

広
瀬
・
伯
太
各
地
域

セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

対象

７０
歳
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

対象

７５
歳
以
上
の
人
全
員

適用範囲

医療費と食事代
を減額

医療費の自己負
担限度額が適用

医療費と食事代
を減額

医療費と食事代
を減額

対象となる人

後期高齢者医療加入者（75 歳
以上の人）で非課税世帯の人

70 歳未満の人で
課税世帯の人

70 歳未満で
非課税世帯の人

70 歳～74 歳で
非課税世帯の人

国
保
加
入
者

食事代（１食あたり）

２６０円

２６０円

２１０円※１

自己負担限度額（個人単位、入院と外来は別計算）

１５万円＋（総医療費－５０万円）×１％
４回目以降は８万３４００円

８万１００円＋（総医療費－２６万７０００円）×１％
４回目以降は４万４４００円

３万５４００円 ※４回目以降は２万４６００円

区 分

上位所得者

一般所得者

非課税世帯

７０
歳
未
満
の
人

食事代（１食あたり）

２６０円

２６０円

２１０円※１

１００円

外来＋入院（世帯単位）

８万１００円＋（総医療費－
２６万７０００円）×１％

４回目以降４万４４００円

４万４４００円

２万４６００円

１万５０００円

外来（個人単位）

４万４４００円

１万２０００円

８０００円

８０００円

区 分

現役並み所得者

一 般

低所得者Ⅱ※２

低所得者Ⅰ※３

７０
歳
以
上
の
人

国民健康保険高齢受給者証・後期高齢者医療被保険者証をお使いの人

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

ご
加
入
の
皆
さ
ま

新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す

※１…入院日数が 90 日を超えた場合、160 円になります。その際に再申請が必要です。
※２…住民税非課税世帯。※３…住民税非課税世帯で、世帯全員に所得がない世帯。

申申
請請
にに
よよ
りり
医医
療療
費費
やや
入入
院院
時時

のの
食食
事事
代代
がが
減減
額額
ささ
れれ
まま
すす

医療費の自己負担限度額（１カ月あたり）

医療費・入院時の食事代の減額範囲
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現
在
お
持
ち
の
医
療
証
は
９
月
３０

日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。
引
き
続
き

制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
更
新
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
お
使
い
の

人
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

前
年
度
、
所
得
判
定
に
よ
る
非
該

当
の
人
や
、
更
新
手
続
き
を
さ
れ
な

か
っ
た
人
も
今
年
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
。（
申
請
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
希
望
す
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
重
度
の
身
体
・
知
的
障
が
い
者

身
体
障
が
い
者
手
帳（
１
、２
級
）

ま
た
は
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）。

※
２０
歳
以
上
の
人
は
、こ
の
ほ
か
に
、

平
成
２５
年
中
の
障
が
い
年
金
・
恩
給

な
ど
の
年
金
受
給
額
が
わ
か
る
も

の
、
住
民
税
課
税
証
明
（
※
１
）
が

必
要
で
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭

住
民
税
課
税
証
明
（
※
１
）、
所

得
税
非
課
税
証
明
書
（
※
２
）

※
１
…
平
成
２６
年
１
月
１
日
現
在
、

本
人
と
そ
の
家
族
で
、
市
外
に
住
所

が
あ
っ
た
人
は
、
そ
の
住
所
地
の
市

役
所
な
ど
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

※
２
…
平
成
２６
年
１
月
１
日
現
在
、

ひ
と
り
親
と
そ
の
家
族
（
同
一
住
所

で
１８
歳
以
上
の
兄
姉
・
祖
父
母
。
世

帯
分
離
家
族
を
含
む
）
で
、
市
外
に

住
所
が
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
必
要
で

す
。（
税
務
署
が
発
行
す
る
証
明
書

や
確
定
申
告
の
写
し
な
ど
、
非
課
税

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
お
持

ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
）

①
②
共
通

申
請
書
、
健
康
保
険

証
、
印
鑑

●
申
請
期
限

８
月
２９
日
㈮

●
申
請
先

保
険
年
金
課
（
安
来
庁

舎
③
窓
口
）、
広
瀬
・
伯
太
各
地
域

セ
ン
タ
ー

※
福
祉
医
療
制
度
受
給
資
格
は
、
申

請
月
よ
り
も
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
取

得
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者
の
拡
大

１０
月
１
日
か
ら
従
来
の
対
象
者
に

加
え
、
次
に
該
当
す
る
人
も
対
象
と

な
り
ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

新
た
に
対
象
と
な
る
人

①
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
お
持
ち
の
人

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級

か
つ
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は

４
級
を
お
持
ち
の
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級

か
つ
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
（
※
知

的
障
が
い
者
の
認
定
を
受
け
る
に

は
、
公
的
な
判
定
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

①
②
の
対
象
の
人
に
は
、
７
月
下

旬
に
申
請
書
を
、
ま
た
、
精
神
障
害

者
手
帳
２
級
の
み
を
お
持
ち
の
人
に

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

内
容
を
確
認
の
う
え
、
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
を
さ
れ
な
い
と
、

助
成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ

福
祉
医
療
費
医
療
証
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
自
己
負
担
額
が
医
療
費
の

１
割
と
な
り
、
一
カ
月
一
医
療
機
関

あ
た
り
の
自
己
負
担
額
が
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

○
薬
局
、柔
道
整
復
施
術
所
、は
り
・

き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
所
、
治
療
用
装
具
製
作

所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
証

対象

重
度
の
身
体
・
知
的
障
が
い
者
・

ひ
と
り
親
家
庭
※

※
１８
歳
未
満
ま
た
は
高
校
３
学

年
終
了
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
ひ
と
り
親

薬局

等

０円

０円

０円

通院

負担限度額

６０００円

（１万２０００円）

１０００円

（４０００円）

１０００円

入院

負担限度額

２万円

（４万２００円）

２０００円

（７５００円）

２０００円

区 分

一般

市民税課税世帯

低所得世帯

市民税非課税世帯

２０歳未満の障がい者

問い合わせ

保
険
年
金
課

・
国
民
健
康
保
険
…
℡
２３‐

３
０
８
７

・
後
期
高
齢
者
医
療
…
℡
２３‐

３
０
８
５

・
福
祉
医
療
…
℡
２３‐

３
０
９
４

更
新
す
る
場
合
、
申
請
が
必
要
で
す

福福
祉祉
医医
療療
費費
助助
成成
制制
度度
をを

拡拡
充充
しし
まま
すす

10 月 1 日からの福祉医療証利用者自己負担限度額

福祉医療証をお使いの人

※（ ）内は変更前の限度額
※１医療機関１カ月の負担限度額
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「
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ

な
い
」、「
食
欲
が
な
い
」、「
一

日
中
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い

る
」、「
体
が
だ
る
い
」、「
何

を
し
て
も
楽
し
め
な
い
」、

「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
集
中
で
き

な
い
」
な
ど
の
体
の
不
調
が

続
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
ら
は
、
う
つ
病
に
よ

く
見
ら
れ
る
症
状
で
す
。「
単

な
る
疲
れ
」
と
見
過
ご
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
う
つ
病
の
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
調
べ
で

は
、
う
つ
病
に
な
る
日
本
人

は
１５
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て

お
り
、
う
つ
病
を
含
む
気
分

障
害
の
人
が
近
年
急
速
に
増

え
て
い
ま
す
。

う
つ
病
は
、
こ
こ
ろ
や
体

に
ス
ト
レ
ス
過
多
が
続
く
こ

と
に
よ
り
、
脳
の
機
能
障
害

が
起
き
て
い
る
状
態
で
す
。

脳
が
う
ま
く
働
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
も
の
の
見
方

が
否
定
的
に
な
り
、
自
分
が

ダ
メ
な
人
間
だ
と
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
普
段

な
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
ス
ト

レ
ス
も
、
よ
り
つ
ら
く
感
じ

ら
れ
る
と
い
う
悪
循
環
を
起

こ
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
不
調
は
本
人
が

自
覚
し
づ
ら
く
、
受
診
を
た

め
ら
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

放
っ
て
お
い
て
さ
ら
に
無
理

を
重
ね
て
し
ま
う
前
に
、
周

囲
の
人
が「
表
情
が
暗
い
」、

「
反
応
が
遅
い
」
な
ど
、
い

つ
も
と
違
う
変
化
に
気
づ
い

た
ら
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

早
め
に
治
療
を
受
け
る
ほ

ど
、
回
復
も
早
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
早

め
に
医
療
機
関
に
相
談
す
る

こ
と
、
そ
し
て
休
養
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

う
つ
病
の
治
療
方
法
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
信
頼
で
き
る

主
治
医
を
見
つ
け
、
自
分
に

合
っ
た
適
切
な
治
療
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

※
福
祉
課
で
は
心
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
症
状
が
、長
い
間（
２

週
間
以
上
）
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
、
う
つ
病
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

①
自
分
で
感
じ
る
症
状

・
憂
う
つ
、
気
分
が
重
い

・
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
い

・
何
に
も
興
味
が
わ
か
な
い

・
眠
れ
な
い
、
一
日
中
ね
む

い
、
早
く
目
覚
め
る

・
自
分
を
責
め
る
、
自
分
に

は
価
値
が
な
い
と
感
じ
る

・
思
考
力
が
落
ち
る

・
死
に
た
く
な
る

な
ど

②
周
り
が
気
づ
く
症
状

・
表
情
が
暗
い

・
涙
も
ろ
く
な
っ
た

・
反
応
が
遅
い

・
落
ち
着
か
な
い

・
飲
酒
量
が
増
え
る

な
ど

③
体
に
出
る
症
状

・
体
が
だ
る
い

・
疲
れ
や
す
い

・
性
欲
が
な
い

・
頭
痛
や
肩
こ
り
が

続
く

ど

う

き

・
動
悸

・
胃
の
不
快
感

・
便
秘
が
ち

・
食
欲
が
な
い

・
め
ま
い

・
口
が
渇
く
な
ど

こ
れ
ら
の
症
状
は
あ
く
ま

で
も
目
安
で
す
。
お
か
し
い

か
な
？
あ
て
は
ま
る
か
な
？

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
医
療

機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

う
つ
病
は
身
近
な
病

早
め
に
受
診
を

眠眠れれなないい・・・・・・

食食欲欲ががなないい・・・・・・

体体ががだだるるいい・・・・・・

■問い合わせ

福祉課 ℡２３‐３２１６

う
つ
病
の
サ
イ
ン
・
症
状

見見逃逃ささなないいでで
「「ううつつ病病」」ののササイインン

早早めめのの治治療療がが回回復復へへのの近近道道
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に わ か

■安来節踊り・やすぎ仁輪加パレード

■自治会ステージ

■月の輪あかり展 特別企画

１６日㈯・１７日㈰１８時～２２時

（１７日は一部１７時３０分～）

新町・八幡町・明治町・大市場・中市場
ひ め さ き

●芝居公演（毘売埼伝承）、安来節公

演ほか

８月７日㈭～１８日㈪９時～１７時

観光交流プラザ２階（ＪＲ安来駅隣接）

１４日㈭～１７日㈰１９時３０分～２６時

安来町市街地

■問い合わせ
やすぎ月の輪まつり実行委員会事務局
（商工観光課内） ℡３７‐０７１１
HP：http : //www１３.ocn.ne.jp/~tukinowa/

１４日㈭１５時～２１時４５分

安来港特設ステージ

●境港大漁太鼓（中海・宍道湖・大山

圏域交流事業）、ダンスコンテスト、

やなわらばーライブ、安来出身タレン
み る か

ト美留香のものまねステージほか）

１６日㈯１８時３０分～２１時

安来町市街地

１４日㈭２０時～２０時４５分、安来港

安来の夏を鮮やかに彩る月の輪ま

つりが近づいてきました。期間中は、

車両通行止めなどの交通規制を行い

ます。楽しいまつりにするため、皆

さんのご協力をお願いします。

８月１４日㈭～

８月１７日㈰

☆行事日程☆

開催期間

■月の輪神事

■花火大会

■ステージイベント

日

日

日

日

１４
１５

１６
１７

花火大会以降に安来港周辺で不発花火（黒色の球体）を

発見された場合は、火傷や暴発などの恐れがありますの

で、絶対に手を触れないで、次のところにご連絡ください。

■連絡先…安来消防署 ℡２２‐０１１９または

やすぎ月の輪まつり実行委員会事務局

不発花火（黒玉）にご注意ください

通通行行規規制制ののおお知知ららせせ
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省
エ
ネ
で
夏
を
涼
し
く
過
ご
そ
う

暖かい空気は上に向かう
ので上の窓を開け下から
空気を入れると効果的

西日も外側
から防ぐ

よしず

省
エ
ネ
で
快
適
に
！
涼
し
く
過
ご
す
５
つ
の
方
法

涼
し
い
っ
て
ど
ん
な
こ
と

人
は
体
内
で
熱
を
生
み
だ
し
、
そ

れ
を
外
に
出
し
な
が
ら
、
体
温
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
熱
は
温
度
の
高
い

方
か
ら
低
い
方
へ
伝
わ
る
性
質
が
あ

り
、
夏
は
人
の
体
温
と
ま
わ
り
の
温

度
が
近
づ
く
た
め
、
熱
を
外
へ
出
し

に
く
く
な
り
ま
す
。
内
に
熱
が
こ
も

り
、人
は「
暑
い
」と
感
じ
る
の
で
す
。

逆
に
「
涼
し
い
」
と
感
じ
る
の
は

ど
ん
な
と
き
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
夏

に
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
入
る
と
ひ
ん
や

り
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
体
温
よ
り

も
ト
ン
ネ
ル
内
の
壁
な
ど
の
温
度
が

低
い
た
め
、
体
温
の
放
射
が
速
ま

り
、
涼
し
く
感
じ
る
の
で
す
。

自
分
か
ら
放
出
す
る
熱
の
量
が

大
き
か
っ
た
り
、
熱
の
放
出
さ
れ
る

速
度
が
早
く
な
る
と
き
、
人
は
「
涼

し
い
」
と
感
じ
ま
す
。
暑
さ
と
上
手

に
つ
き
あ
う
た
め
に
は
環
境
を
整
え

涼
し
く
す
る
工
夫
が
大
切
で
す
。
工

夫
す
る
こ
と
は
大
き
な
省
エ
ネ
効
果

を
生
み
出
し
ま
す
。

～窓の外側に影の空間をつくろう～

日差しは窓の外でさえぎって、外

の暑さを家の中に入れないことが大

切です。

・庭に草木を植えて地面への直射日

光をさえぎり、地面の温度上昇を防

ぎましょう。

・すだれやよしずを使い直射日光が

室内に入らないようにしましょう。

・窓の外側に設けた影空間は、室内

のカーテンよりも効果的に日ざしを

カットできます。

・緑のカーテンは、植物の蒸発散効

果で葉っぱの周りの温度が下がり、

涼しい日よけになります。

その１
日差しは外側で防ぐ

すだれ

打ち水して地面や建物の温度を下げ

ましょう。窓を開けて風をとおせば

もっと涼しく感じます。

・水は朝夕の日が出ていない時間帯に

まきましょう。（日なたに水をまいて

も冷却効果にはなりません。）

・家に面したアスファルト舗装の道路

や駐車場、集合住宅の場合はベランダ

など、熱を蓄えてしまう素材への打ち

水は特に効果的。寝ている間の熱中症

予防にも役立ちます。

・打ち水はお風呂の残り湯や溜めた雨

水を使い、日中は日陰にまきましょう。

～打ち水で熱を冷まそう～

その２
家のまわりを冷やす

打ち水が
効果的

樹木が暑さ
をカット

日
光

１０



～自然の力を利用しよう～

その３
風をとおし熱を冷ます

楽
し
く
省
エ
ネ
を

帰宅して家の中が暑ければ、

まずは窓やドアを開け、風の流

れで部屋の中を冷やしましょ

う。冷房が使うエネルギーを減

らせます。

・空気を動かすと熱の放出が促

進されます。対角線上にある窓

やドアを開け、風をとおしましょう。

・「入口」から外部の涼しい風

を取込み、「出口」から家の中に

溜まった熱気を逃がします。

・窓を全開にすると、部屋の中

を抜けて行く風の量が増し、熱

を逃がす効果も高まります。

・北側（日陰）に地窓を設ける

と、夏季にはひんやりした空気

を取り入れることができます。

・夜間など、外の方が涼しい時

は、窓を開けて風を取り込みま

しょう。

省
エ
ネ
と
涼
し
く
す
る

こ
と
は
相
反
す
る
こ
と
に

感
じ
ま
す
が
、
自
然
の
力

を
活
か
し
、
家
電
製
品
の

使
い
方
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
冷
房
に
か
か
る
熱
負

荷
を
抑
え
て
省
エ
ネ
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

扇
風
機
、
す
だ
れ
、
よ
し

ず
、
打
ち
水
な
ど
を
利
用

し
て
周
り
の
環
境
を
整
え

暑
い
日
も
涼
し
く
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
暑
さ
を
過
度

に
我
慢
す
る
こ
と
は
熱
中

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
暑
い
と
き
は
無
理

を
せ
ず
に
エ
ア
コ
ン
を
利

用
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

風が入りづらく、熱が
こもる部屋は、窓を開
けて扇風機を使いま
しょう

玄関
対角線上に流れをつ
くりたくさん空気を
動かしましょう

～扇風機を使いこなそう～

部屋にこもった熱を逃がし

たり、エアコンの冷気を混ぜ

たり、扇風機にはいろんな使

い方があります。

・扇風機は、風の通り道や出

口に向けて使いましょう。

・エアコンに比べ、扇風機の

使用電力は格段に低いです。

節電効果の高い扇風機やサー

キュレーターなどを上手く使

い、節電と涼しさの両立を無

理のない範囲で行いましょう。

・扇風機を併用して冷気ムラ

をなくすと、エアコンの設定

温度を下げずに体感できる涼

を増やすことができます。冷

房の効果が高まることで、節

電にもつながります。

その４
冷房効果を上げよう

リビング

ベランダ

風

風

～節電すればもっと涼しく～

スイッチを切って家の中の

「熱」を減らしましょう

○照明

・電球も発熱します。明るい

日中は自然の光を取り込みま

しょう。また、発熱量の小さい

電球に替えると効果的です。

○パソコン・テレビ

・使用時以外は発熱を防ぐた

め、電源を切りましょう

・「スイッチオフ」は、節電対

策だけでなく、室内の温度上

昇を防ぐ意味でも効果的で

す。

・使わない機器はコンセント

から抜いておきましょう。

・冷蔵庫等、24時間稼働さ

せる家電も、設定温度の調整

によって節電が可能です。

その５
室内の発熱を抑えよう

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２
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消防団員が消火の基本となる消防技術の早さ、

正確さ、規律の正しさを競う第９回安来市消防操

法大会が６月８日、中海ふれあい公園（仮称）で

開かれ、出場した 17 チームが日ごろの練習の成

果を披露しました。

●大会結果▲

小型ポンプの部：優勝…宇賀荘分団、準優勝…

井尻分団、３位…赤江分団▲

ポンプ車の部：優勝…母里分団、準優勝…広瀬

分団１班、３位…能義分団１班

※島根県消防操法大会（８月３日、会場：松江市）

に安来市代表として、小型ポンプの部に宇賀荘分

団、ポンプ車の部に母里分団が出場します。

将棋愛好家同士の交流と安来の活性化を目的に第１

回安来市長杯将棋大会が６月２２日、安来交流センター

であり、１０～８０歳代１９人が対局を楽しみました。

この大会は、十神交流センターを中心に活動する安

来棋友会が開催したもので、参加者は上級者の「A級」

と中級者・一般の「B級」の２つの部門で競いました。

各部門で総当たり戦を行った後、上位者で再度対局を

行い優勝者を決定。和やかな雰囲気の中、参加者は盤

上を見据え、最善の一手をひねり出して駒を打ってい

ました。

参加した古藤達夫さん（安来町）は「将棋は脳の活

性化になるし、集中力も増す。いろんな人と交流がで

き、いいことずくめ」と笑顔で話して

いました。
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長年にわたり環境保全に関する活動を行う母里

更正保護女性会に対し６月３０日、溝口知事から

感謝状が贈られました。

母里更正保護女性会は、母里地区の女性で組織

され現在２８人が所属。地域活動に取り組む中

で、２１年前から母里地区のゴミ拾いを始めて以

来、県道安来日南線を中心に毎月継続して実施し

ています。また、中学生と一緒に清掃活動を行う

など、母里地区の環境意識の高揚にも取り組まれ

ており、母里地区の環境美化に大きく貢献し、不

法投棄防止の一助となっています。

川上晴江代表は「これからも地域のために続け

ていきたい」と笑顔で喜びを語りました。

ドジョウ養殖の拠点「やすぎどじょうセンター

」（西松井町）で６月５日、ドジョウの稚魚約３００

万匹が生産者らに引き渡され、休耕田などを利用

した養殖池に放たれました。

５月２４日にふ化して、センターのプールで１０

日間育てられた稚魚の体長は１㌢ほど。センター

の職員が手際よくビニール袋に約２万匹ずつを小

分けし、市内１６の生産者らに渡しました。

今年からドジョウ養殖を始める宇山直樹さん

（広瀬町布部）は、「布部地区では生産者がいな

いため、長年養殖に取り組んでいる西谷地区の方

にアドバイスをもらいながら取り組む予定。稚魚

には、すくすくと育ってほしい」と期待を込めて

いました。
丁寧に稚魚を袋詰めするセンター職員。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

感謝状を手にする細谷春子前代表と川上晴江代表（右）

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。
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今ではすっかり安来の初夏のイベントとして

定着した「吉田ほたる祭り」が６月１２日から１６

日まで吉田交流センターで開催され、市内外の

多くの来場者でにぎわいました。

このほたる祭りは平成８年から始まり今年で

１９回目。ホタルが減り、危機感を持った住民有

志が「吉田のホタル復活」に向け、平成５年か

ら吉田川の環境保護活動を開始。定期的な草刈

りや清掃活動、ホタルの自然繁殖場の設置など

の取り組みにより、次第にホタルの灯りが増え、

ほたる祭りが開催されるようになりました。

市内の中学・高校のバレーボール部に所属する

男子生徒が、一同に会した合同練習会が６月１３

日、安来高校で行われました。

練習会は、バレーボール技術向上と市内学校の

交流・連携などを目的に毎月開催しています。安

来高校、広瀬中、伯太中の１９名が参加したこの日

は、レシーブ、トスなどの基礎練習の後、高校生

が中学生を技術指導。チームの核となる上級生に

は、縦回転の鋭いサーブを受けさせるなど全国を

意識した質の高い練習を行いました。

参加した広瀬中３年生の村下海斗くんは「高校

生はどんなに体勢が崩れてもパスが丁寧で正確。

まねして習得したい」と意気込んでいました。

７月２日、消防本部で消防協力者表彰が行われ、
さおり

火災を未然に防いだとして吉岡小織さん（広瀬町富

田）に感謝状が贈られました。

６月１６日午後２時頃、仕事中の吉岡さんが伯太

地内にある一人暮らしのお宅を訪れた際、留守宅か

ら住宅用火災警報器の警報音と焦げくさい臭い、煙

を確認。家主の携帯電話に連絡をして状況を説明す

ると、近所に外出していた家主が帰宅し、すぐに煙

の元であったガスこんろを切ったため、鍋が焦げた

程度で火災には至りませんでした。

吉岡さんは、「はじめての経験でとても怖かった。

火災にならなくて本当によかった」

とほっとした表情で話しました。

高高校校生生（（右右））かかららレレシシーーブブ

のの指指導導をを受受けけるる中中学学生生。。

原消防長から感謝状を受け取る吉岡さん（左）。
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新新着着図図書書紹紹介介

女子の国はいつも内戦辛酸なめ子

祈りの大地 石川 梵

日本の産業遺産図鑑 二村 悟

内川家。 赤澤竜也

虚ろな十字架 東野圭吾

ノー・シューズ 佐々木マキ

〈お子さんのほん〉

石の卵 山田英春

ハイラム・ホリデーの大冒険

上・下 ポール・ギャリコ

かしこくいきるしまりす

手島圭三郎

クビノビックリバコ いとうひろし

空色カンバス 靖子靖史

硝子の葦 桜木紫乃

親ができるのは「ほんの少し

ばかり」のこと 山田太一

ユマニチュード入門 本田美和子

イモムシハンドブック 安田 守

〈お子さんのほん〉

なんでもあらう 鎌田 歩

おばけのたんけん 西平あかね

うんたろさん うんちどろぼう

のひみつ はたこうしろう

記号とマーク・クイズ図鑑

村越愛策／監修

怒刀 牧 秀彦

突然美女のごとく 林真理子

岳飛伝 ９ 北方謙三

愚者が訊く 倉本 聰

池上彰のやさしい教養講座

池上 彰

震災ビッグデータ 阿部博史

〈お子さんのほん〉

とおせんぼ 村上しいこ

カラスのひみつ 松原 始

なわとびしましょ 長谷川義史

いろいろいろのほん

エルヴェ・テュレ

どっとこどうぶつえん中村至男 ●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３７－００５０

「図書館のつどい」開催のお知らせ

・安来市立図書館 ２０時から１８時

・はくた図書室 １９時から１７時

期間 ８月１３日㈬から８月１５日㈮まで

図書館でさまざまなイベントを企画。参加

を希望される方は、安来市立図書館にお申

し込みください。

●会場 安来市立図書館

●時間 １０時３０分～

①８月２１日㈭ ※申し込み不要

内容：人形劇、ミュージックパネルほか

②８月２２日㈮

内容：手芸（編み物）

講師：佐藤早苗氏

③８月２３日㈯

内容：新聞製作ワークショップ

講師：松本稔史氏（山陰中央新報社）

次の期間、図書館の開館日・閉館時刻が変更になりますので、ご注意ください。

臨臨時時休休館館・・閉閉館館時時刻刻変変更更ののおお知知ららせせ

●閉館時刻の変更

℡３２－４４５５

●申し込み・お問い合わせ

安来市立図書館

℡２２‐２５７４

・ひろせ図書室

期間 ８月１２日㈫から１６日㈯まで

山陰中央新報社主催「第２回しまね小中学

生新聞コンクール」入賞作品 180 点のうち、

市内小中学校入賞作品 38 点を展示します。

しまね小中学生新聞コンクール
入賞作品展示会を開催します

●会場 安来市立図書館

●期間 ８月９日㈯から３０日㈯まで

※開館時間内は、いつでもご覧

いただけます。

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

●臨時休館
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

の
補
助
（
住
宅
用
・
事
業
所
用
）

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
推
進
の

た
め
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
金
額

太
陽
電
池
の
最
大

出
力
（
小
数
点
以
下
第
３
位
を

切
り
捨
て
）
１
㌔
㍗
当
た
り
５

万
円
。
上
限
２０
万
円
。

補
助
条
件

①
指
定
登
録
店
で

購
入
し
て
設
置
す
る
も
の

②
市
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
居

住
す
る
住
宅
（
新
築
・
既
築
共

に
可
）
お
よ
び
自
己
の
事
業
で

使
用
す
る
事
業
所
等
に
、
新
た

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
人

③
工
事
着
工
前
で
あ
る
こ
と

（
着
工
後
の
交
付
申
請
は
、
補

助
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
平
成
２７
年
２
月
２７
日
ま
で
に

実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

※
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま

た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
環
境
保
全
事
業
の
補
助

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐
３
１
０
２

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
推
進
の
た
め
、
水
環
境
の
保

全
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り
組

む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体

市
内
に
所
在
す
る

民
間
団
体
。

対
象
事
業

▽
実
践
事
業
（
河

川
等
の
清
掃
を
主
と
し
た
事
業

を
除
く
）

▽
教
育
お
よ
び
啓

発
事
業

▽
調
査
研
究
事
業
。

対
象
と
な
ら
な
い
事
業

▽
実

施
主
体
が
法
人
の
も
の
（
特
定

非
営
利
法
人
を
除
く
）

▽
補

助
対
象
事
業
費
が
５
万
円
未
満

の
も
の

▽
営
利
活
動
、
政
治

活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
と
認
め

ら
れ
る
も
の

▽
他
の
助
成
を

受
け
て
い
る
も
の
。

補
助
額

対
象
事
業
費
の
全
額

（
上
限
２０
万
円
）

補
助
対
象
と
な
る
も
の

▽
報
償
費
（
旅
費
を
含

む
）
、
消
耗
品
（
１
品

目
あ
た
り
２
万
円
を
上
限
）

印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、

研
修
費
（
調
査
ま
た
は
研
究
を

目
的
に
視
察
を
行
っ
た
際
の
旅

費
お
よ
び
負
担
金
。
た
だ
し
、

限
度
額
あ
り
）
、
使
用
料
、
賃

借
料
、
手
数
料

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

▽
当
該
団
体
の
運
営
費
、
食
料

費
、
備
品
購
入
費

※
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま

た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
８

月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
１

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
中
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
受
給

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
も
の
で
、
届
が
提
出
さ
れ

な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
、
７
月
末
に
必

要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

次の場所までお持ちいただくようお願いします。

日時・場所 ●８月 15日㈮

・安来港岸壁（17時～20時 30分）

・荒島王陵の丘公園駐車場（19時～20時 30分）

・島田●交（19時 30分～20時 30分）

・富田橋月山側駐車場（18時 30分～20時 30分）

●８月 16日㈯

・安来●庁中庭駐車場（７時～８時）

・光現寺前伯太川河川敷（20時～21時）

そ の 他 ▽中身の見える袋に入れてください（不燃物は引き

取りません）

▽各会場とも混雑が予想されますので、係員の指示

に従ってください。

次の日程で行います。河川の環境保全のため、

川に笹飾りを流さないよう、ご協力をお願いし

ます。

日 時 ８月７日㈭

場 所 ・安来●庁中庭駐車場 18時～19時
・広瀬富田橋中土手河川敷 16時～18時 30分

・伯太●庁駐車場 18時～19時

盆の仏送りの供養物を引き取ります

●問環境政策課℡２３‐３１００

七夕笹飾りを回収します

行行

政政

★

●
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平
成
２７
年
安
来
市
成
人
式
実
行

委
員
会
「
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
」

を
募
集
し
ま
す

●申
●問
地
域
振
興
課

℡
２３‐

３
０
７
１

２３‐
３
１
５
５

メ
ー
ルchiikishinkou@

city.

ya
sug
i.shim

a
ne
.jp

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
新
成
人
で
、
平
成
２７
年
安

来
市
成
人
式
（
平
成
２７
年
１
月

３
日
㈯
、
安
来
市
民
体
育
館
で

開
催
）
の
企
画
運
営
な
ど
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容

▽
実
行

委
員
（
若
干
名
）
…

成
人
式
の
企
画
、
司

会
、
式
典
の
し
お
り

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

担
当

▽
式
典
当
日

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
（
１

人
）

応
募
方
法

氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号（
日

中
に
つ
な
が
る
番

号
）
を
明
記
の
上
、

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
希

望
す
る
人
は
、
そ
の
旨
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

８
月
１５
日
㈮
必
着

※
募
集
人
数
に
達
し
次
第
、
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他

実
行
委
員
会
は
、
９

月
〜
１２
月
に
数
回
を
開
催
予
定
。

（
場
所
は
安
来
中
央
●交
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

●申
●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

７
２
０
２

対
象
者

▽
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
新
た
に
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
者
は
、
そ
の
日
か
ら
１

年
以
内
。（
２
年
以
内
に
免
状

の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
交
付
日
ま
た
は

受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の

４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
）

▽
前
回
の
講
習
を
受
講
後
、
引

き
続
き
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
者
は
、
前
回
講

習
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
。

期
日
・
場
所

９
月
４
日
㈭
安

来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
請
先

島
根
県
危
険
物
保
安

協
会
連
合
会
（
松
江
市
北
堀
町
）

申
請
期
限

８
月
２５
日
㈪

そ
の
他

▽
申
請
書
類
は
、
消

防
本
部
予
防
課
、
広
瀬
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

成人式を

プロデュース

FAX

男女共同参画の推進にあたり、広く市民の皆

さんの意見を反映するため「男女共同参画推進

委員会委員」を公募します。市民の中から選出

した委員のみなさんとともに、本市の男女共同

参画の推進に関する基本的かつ総合的な施策や

重要事項を調査・審議していただきます。

募集人員 １人

任 期 平成２６年９月１日から平成２８年３月３１日

※任期中に４回程度委員会を開催する予定です。

報 酬 市の規定に基づき支給します。

応募資格 市内在住で平成２６年４月１日現在に満２０歳以上の人

応募方法 次の事項を記入のうえ、人権施策推進課へ提出してくだ

さい。（様式は自由）

１．住所 ２．氏名（ふりがな） ３．生年月日

４．性別 ５．電話番号 ６．今後の抱負

選考方法 提出された書類により、審査の上決定します。選考結果

は本人宛に文書で通知します。

応募期間 ７月２２日㈫～８月１８日㈪

※郵送の場合は当日消印有効

●申●問・送付先 人権施策推進課
〒692-8686 安来市安来町８７８‐２
℡２３‐３０９５／ＦＡＸ２３‐３１５６
E‐mail : jinken@city.yasugi.shimane.jp

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
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県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
（
要
申
込
）

●申
●問
島
根
県
立
盲
学
校
・
北
脇

℡
０
８
５
２‐

３６‐

８
２
２
１

視
覚
に
障
が
い
が
あ
り
、
盲

学
校
で
の
勉
強
に
関
心
が
あ
る

人
や
、
学
校
・
医
療
・
労
働
機

関
な
ど
の
関
係
者
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

日
時

８
月
２９
日
㈮
・
９
月
３０

日
㈫
各
１０
時
〜
１２
時
４０
分

場
所

島
根
県
立
盲
学
校
（
松

江
市
西
浜
佐
蛇
町
）

内
容

学
校
の
概
要
説
明
、
視

覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
グ
ッ
ズ

の
紹
介
、
学
校
・
寄
宿
舎
見
学

な
ど
。

そ
の
他

希
望
者
に
は
、
午
後

か
ら
、
個
人
面
談
、
理
療
科
授

業
体
験
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
農
林
水
産
総
務
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

●申
●問
島
根
県
農
林
水
産
総
務
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
１
１
９

●
試
験
研
究
施
設
へ
の
見
学

農
林
水
産
「
み
ら
い
講
座
」

県
農
林
水
産
部
試
験
研
究
施

設
で
は
農
林
水
産
業
に
つ
い
て

知
り
た
い
人
や
、
施
設
を
見
学

し
た
い
人
な
ど
の
受
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。

申
込
方
法

島
根
県
農
林
水
産

総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

平
日
９
時
〜
１６
時
３０
分

※
業
務
の
都
合
で
対
応
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
農
林
水
産
「
も
の
知
り
出
前

講
座
」
を
実
施
し
ま
す

島
根
県
の
豊
か
な
自
然
や
そ

れ
ら
に
支
え
ら
れ
て
い
る
農
林

水
産
業
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て

県
職
員
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象

県
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
す
る
１０
人
以
上
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
。

日
時

随
時
（
土
日
も
含
む)

。

１０
時
〜
２０
時
の
間
で
１
講
座
に

つ
き
１
時
間
程
度
。

申
込
方
法

開
催
予
定
日
の
お

お
む
ね
１
カ
月
前
ま
で
に
電
話

な
ど
で
申
し
込
み
。

※
派
遣
料
・
資
料
代
は
無
料

※
詳
し
く
は
島
根
県
農
林
水
産

総
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

平
成
２５
年
８
月
に
京
都
府
福

知
山
市
で
開
催
さ
れ
た
花
火
大

会
に
お
い
て
、
メ
ー
ン
会
場
で

営
業
を
行
っ
て
い
た
露
店
か
ら

２
回
爆
発
が
起
こ
り
、
多
数
の

死
傷
者
が
出
る
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
事
故
を
契
機

に
、
消
防
法
の
改
正
が
あ
り
、

安
来
市
に
お
い
て
も
火
災
予
防

条
例
を
改
正
し
、
屋
外
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
火
気
器
具
等
を
使

用
す
る
露
店
・
屋
台
を
出
店
す

る
場
合
は
、
消
火
器
の
準
備
と

露
店
開
設
の
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。（
平
成
２６
年
８
月
１

日
施
行
）

届
出
書

消
防
署
に
設
置
。
安

来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

提
出
先

届
出
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
う
え
、
予
防
課
ま
た

は
、
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●問
予
防
課

℡
２３‐

３
４
２
６

８月１日
から

火
気
を
使
用
す
る
露
店
・
屋
台
の
出
店
は

消
火
器
の
準
備
と
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

※公道を走行しない（工場内や田畑でしか使用しない）

車両も課税の対象となります。

※現在、使用していない車両でも、所有していれば課

税の対象となります。

乗用トラクタなどの農耕作業用自動車や小型特殊
自動車は、「軽自動車税の申告」が必要です

乗用型で最高時速が 35㌔未満の農耕作業用自動車や

小型特殊自動車は、軽自動車の課税対象となります。

これらの車両を取得した人や、未申告の車両を所有し

ている人は、速やかに軽自動車税の申告手続き行い、標

識（ナンバープレート）の交付を受けてください。

農耕作業用自動車

（乗用型で、最高時速 35㌔未満の車両）

・トラクタ、コンバイン、田植機など

次次のの車車両両はは軽軽自自動動車車税税のの申申告告がが必必要要でですす

●申●問税務課 ℡２３‐３０４０

小型特殊自動車

・フォークリフト、

ショベルローダなど
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就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
夏
期
）

●申
●問
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

℡
０
８
５
２‐

２８‐

０
６
９
４

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

面
接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職

面
接
会
で
す
。

日
時
・
場
所

８
月
１３
日
㈬
１３

時
〜
１６
時
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

対
象
者

平
成
２７
年
３
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
、
大
学
等
卒
業

後
３
年
以
内
の
未
就
職
者
、
県

内
就
職
を
希
望
す
る
一
般
求
職

者
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望

す
る
人
。

参
加
企
業

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

順
次
掲
載
。

第
２２
回「
し
ま
ね
景
観
賞
」
募
集

●申
●問
島
根
県
景
観
政
策
室

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
１
４
３

魅
力
あ
る
島
根
の
景
観
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造
物
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
部
門

▽
ま
ち
・
み
ど
り
・

活
動

▽
土
木
施
設

▽
公
共

建
築
物

▽
民
間
建
築
物

▽

屋
外
広
告
物
・
そ
の
他

応
募
期
間

年
間
を
通
し
て
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
※
第
２２
回

の
応
募
期
限
は
９
月
１
日
㈪

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
料
を
添
え

て
提
出
。応
募
用
紙
は
、県
景
観

政
策
室
、
市
建
築
住
宅
課
（
広

瀬
●庁
）
に
設
置
。
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
可
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
７
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
７
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
２１
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
２１
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

８
月
２０
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

保保

健健

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化

ポリオ混合）ワクチンの供給量が確保されていること

から、今後、三種混合ワクチンの製造は行われないた

め、順次在庫がなくなります。

第１期追加接種まで計４回の接種を完了されていな

い人は早めに接種を受けましょう。

三種混合予防接種を必要回数受けているかどうかを

母子健康手帳でご確認ください。

対象年齢 生後３カ月～７歳６カ月未満

接種方法

第１期初回接種：２０日以上（標準的には５６日まで）

の間隔をおいて３回接種

第１期追加接種：初回接種３回目終了後、６カ月以

上（標準的には１２～１８カ月の間）の間隔をおいて１回接種

※三種混合ワクチンの在庫がなくなった場合は、四

種混合ワクチンでの接種となります。ただし、四

種混合ワクチンには不活化ポリオが含まれている

ことから、規定されているポリオワクチンの接種

回数を超えて接種することはできませんので、ご

注意ください。

※四種混合ワクチンの接種を始める人、または接種

途中の人は、三種混合ワクチンを接種する必要は

ありません。

三種混合予防接種の対象年齢と接種方法

●問子ども未来課 ℡２３‐３２２２

三種混合予防接種が途中の人は

早めに接種予約を

ジフテリア・百日せき・破傷風

１９



離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

８
月
１９
日
㈫
▽
５
〜
６

カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜
１０
時
▽

９
〜
１１
カ
月
児
…
１３
時
３０
分
〜

１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

８
月
１５
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

８
月
３
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容

助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど
。

申
込
期
限

８
月
１
日
㈮

妊
婦
歯
科
検
診
（
無
料
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

８
月
３１
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
５
月
〜
７
月

に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
。
（
対
象
者
に
は
、
７

月
下
旬
に
受
診
時
間
を
記
載
し

た
予
約
票
を
お
送
り
し
ま
す
）

内
容

歯
科
検
診
、歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、
予
約
票
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
支
援
講
演
会
「
こ
の

子
の
た
め
に
で
き
る
子
育
て
術
」

（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

子
ど
も
の
育
ち
に
関
す
る
こ

と
ば
か
り
で
な
く
、
保
護
者
の

悩
み
相
談
に
も
長
年
携
わ
っ
て

い
る
講
師
に
、
子
育
て
の
大
切

さ
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

日
時
・
場
所

８
月
１８
日
㈪
１０

時
３０
分~

１２
時
、
広
瀬
●健

講
師

安
来
市
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
長
・
繁
波
啓
子
氏
。

●●
親
子
リ
ズ
ム
遊
び（
要
申
込
）

親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、

手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

8
月
２７
日
㈬
１０

時
３０
分~

１１
時
３０
分
、広
瀬
●健
。

検
診
日
や
場
所
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

▽
９
時
３０
分
〜

１４
時

▽
い
き
い
き
健
康
課
℡

２３‐

３
２
２
０

が
ん
検
診
予
約

▽
９
時
〜
１７

時

▽
い
き
い
き
健
康
課
℡
２３

‐

３
２
２
０

早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習
「
ク
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
」
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐

７８‐

１
１
４
２

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ

ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
技
能
講
習
で

す
。
昨
年
度
は
約
６５
％

の
人
が
早
期
に
就
職
し

ま
し
た
。

日
時
・
場
所

９
月
１８

日
㈭
〜
１０
月
２
日
㈭
（
平
日
の

９
日
間
）
１０
時
〜
１６
時
、
島
根

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
（
松
江
市
西
川
津
町
）

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

９
月
４
日
㈭

定
員

１５
人
。

教教
室室
・・
講講
座座

申込方法 安来市立図書館、広瀬・伯太各図書室

に電話または直接お申し込みください。

定 員 各教室とも先着２０人

そ の 他 ▽材料費は実費徴収します。

▽９月下旬に手芸作品の展示会を行います。

生活文化、芸術などについて広く学び、生涯学習の

一助としていただくために趣味講座を開催します。

●手芸教室 編み物（作品作り）

第１回 日時 １０月１０日㈮ １３時３０分～

場所 安来市立図書館

第２回 日時 １２月１２日㈮ １３時３０分～

場所 和鋼博物館市民ギャラリー

講師 佐藤早苗氏

●野菜づくり教室

日時 第１回 ９月３日㈬ １３時３０分～

第２回 １０月２２日㈬ １３時３０分～

第３回 ３月下旬予定

場所 安来市立図書館

講師 ㈲錦農館 代表取締役 渡部幸嗣氏

●申●問安来市立図書館 ℡２２‐２５７４

を開催します座講味趣

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
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◇
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◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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企
業
等
人
権
・
同
和
問
題
研
修

会
を
開
催
し
ま
す

●申
●問
人
権
施
策
推
進
課

℡
２３‐

３
０
９
５

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
身
近
な
話
題
を
テ
ー

マ
に
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ

い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

８
月
２２
日
㈮
１４
時
１０
分

〜
１５
時
１０
分

場
所

学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
師

山
本
訓
枝

（
安
来
市

人
権
施
策
推
進
課
）

演
題

〜
こ
れ
か
ら
の
安
来
〜

「
ち
ょ
ん
ぼ
し
か
わ
ら
い
や
」

か
ら
「
し
こ
た
ま
か
わ
ら
い
や
」

そ
の
他

▽
市
内
企
業
向
け
に

開
催
し
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す

▽
申
し
込
み

は
不
要
で
す

▽
島
根
県
男
女

共
同
参
画
社
会
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
ス
テ
ー
ジ
の
最
優
秀
賞
を
受

賞
（
平
成
１９
年
）
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
ち
ょ
ん
ぼ
し
か
わ
ら
い
や
」

も
視
聴
し
ま
す
。

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐
１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

８
月
４
日
㈪
・
１１
日
㈪
・

１８
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
パ
ソ
コ
ン
入
門
夜
間
コ
ー
ス

日
時

８
月
２２
日
㈮
〜
９
月
９

日
㈫
の
間
の
毎
週
火
・
金
曜
日

（
６
日
間
）
１７
時
３０
分
〜
１９
時

３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）
▽
要
申
込
。
▽

パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
デ
ジ
カ
メ
入
門
講
座

お
気
に
入
り
の
写
真
を
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
こ
み
、
は
が
き
や
カ

レ
ン
ダ
ー
等
を
作
成
し
ま
す
。

日
時

８
月
２１
日
㈭
・
２２
日
㈮
・

２６
日
㈫
・
２７
日
㈬
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
デ
ジ
カ
メ
は

各
自
持
ち
込
み

▽
定
員
１５
人

（
５
人
以
上
で
開
講
）

▽
要

申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
と

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）
。

そ
の
他

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン
の

持
込
不
要
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信
講

座
生
徒
募
集

●申
●問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

℡
０
４
２‐

５
７
２‐

３
１
５
１

趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資

格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講

座
が
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
あ
り

ま
す
。

期
間

３
カ
月
〜
１
年
※
講
座

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

申
込
方
法

随
時
受
付
。
は
が

き
、
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
か
ら
の
請
求
に
よ
り
案
内
書

を
お
届
け
し
ま
す
（
案
内
書
請

求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
℡
０
１
２

０‐

0
6‐

８
８
８
１
）
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

日
時
・
場
所

８
月
１６
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容

相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、
名
義
変
更
登
記
、
お
金

の
貸
し
借
り
、
借
金
、
悪
質
商

法
、
会
社
登
記
、
裁
判
、
調

停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財

産
管
理
な
ど
。

そ
の
他

予
約
優
先
（
予
約
は

平
日
１２
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）

相相

談談

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

日 時 ８月３日㈰

14時～16時

場 所 広瀬中央●交

演 題 月山富田城主 毛利元秋・元康兄弟

講 師 毛利博物館

館長代理 柴原直樹氏

その他 事前申込不要、入場無料。

第４回 安来市歴史文化講座

●問文化課 ℡２３‐３３１５

毛利元就の子で、尼子氏滅

亡後に富田城主となった毛利

元秋、元康兄弟について専門

家が解説します。
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無
料
登
記
相
談
（
予
約
優
先
）

●申
●問
土
地
家
屋
調
査
士
会
安
来

支
部
℡
２２‐

１
０
２
６

土
地
家
屋
調
査
士
と
司
法
書

士
が
ご
相
談
に
お
答
え
し
ま

す
。

日
時
・
場
所

７
月
３１
日
㈭
１４

時
〜
１７
時
、
安
来
中
央
●交

内
容

登
記
・
土
地
境
界
に
関

す
る
相
談
な
ど
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

·

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

８
月
４
日
㈪
・

７
日
㈭
・
２８
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時

▽
市
民

相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１６
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会
（
要

予
約
）

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡

０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は
ぴ
こ
の

部
屋
」

▽
１０
時
〜
１２
時

▽

定
住
企
画
課
℡
２３‐

３
０
５
９

美
保
基
地
体
験
搭
乗

●申
●問
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉

外
室℡

０
８
５
９‐

４５‐

０
２
１
１

〒
６
８
４‐

０
０
５
３
境
港
市

小
篠
津
町
２
２
５
８

開
催
日

９
月
１４
日
㈰

場
所

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

機
種
・
募
集
人
員

▽
Ｃ‐

１

型
輸
送
機
（
４
８
０
人
）
▽
Ｙ

Ｓ‐

１１
型
輸
送
機（
１
２
０
人
）

対
象

小
学
生
以
上
の
人
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
搭

乗
希
望
機
種
、
搭
乗
希
望
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

生
は
学
年
も
記
入
）
・
電
話
番

号
（
携
帯
電
話
所
持
者
は
そ
の

番
号
も
記
入
）
を
明
記
の
上
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
（
ハ
ガ
キ

１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）

応
募
期
限

７
月
３１
日
㈭
必
着

※
抽
選
の
上
、
当
選
者
に
は
８

月
２５
日
以
降
に
搭
乗
券
の
発
送

を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
る

学
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●申
●問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

島
根
で
「
熱
い
志
を
持
っ
て

働
く
大
人
」「
楽
し
そ
う
に
暮

ら
し
て
い
る
大
人
」
と
触
れ
合

い
、
島
根
の
暮
ら
し
や
人
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

８
月
１０
日
㈰
１１
時
〜
１７

時場
所

松
江
テ
ル
サ

テ
ル
サ

ホ
ー
ル
（
松
江
市
朝
日
町
）

対
象

主
に
低
学
年
の
島
根
県

出
身
の
学
生
、
県
内
の
学
生
。

※
詳
し
く
は
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

７月２９日㈫ １９時３０分開演（開場１９時）

２１時終了予定

金屋子神話／秋桜／宍道湖の風が聞こえる／

花は咲く／涙そうそう／古代への旅ほか

※内容は変更となる場合があります

一般 １，０００円（ドリンク付き）

小学生・中学生 ５００円※保護者の同伴が必

要です。

チケットについては実行委員会までお問い合

わせください。

●問モンデンモモ金屋子神話コンサート実行委員会

上田忠良

℡０９０‐７３７３‐５３０７

モンデンモモ金屋子神話コンサート

金屋子神社拝殿前

広瀬町比田地区に

ある1200社を数える

「金屋子神社」の総

本山で、シャンソン

歌手モンデンモモさ

んが幻想的な歌声を

響かせます。

日 時

会 場

曲

入場料

その他

イイ
ベベ
ンン
トト
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Ｂ
Ｓ
Ｓ
開
局
６０
周
年
記
念「
新
婚

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
」出
場
者
募
集

●問
山
陰
放
送
テ
レ
ビ
編
成
部

℡
０
８
５
９‐

３３‐

８
３
７
５

●
公
開
収
録

日
時

９
月
１８
日
㈭
午
後
（
予
定
）

場
所

米
子
市
公
会
堂
（
米
子

市
）

対
象
者

結
婚
３
年
以
内
の
夫
婦

●
予
選
会

日
時

８
月
１６
日
㈯
１４
時
〜
・

１７
日
㈰
１０
時
〜
・
３０
日
㈯
１４
時

〜
・
３１
日
㈰
１０
時
〜
（
い
ず
れ

か
に
参
加
）

場
所

山
陰
放
送
本
社（
米
子
市
）

申
込
方
法

Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
や
こ
の
食
育
教
室

●申
●問
伯
太
中
央
●交

℡
３７‐

１
５
５
８

楽
し
く
料
理
を
す
る
こ
と
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
を

親
子
で
一
緒
に
学
び
ま
す
。

日
時
・
場
所

８
月
２３
日
㈯
９

時
３０
分
〜
１４
時
、
伯
太
中
央
●交

対
象

小
学
生
親
子
３０
組
。

参
加
費

親
子
１
組
５
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
伯
太
中
央

●交
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
先
着
順
）
。

申
込
期
限

８
月
８
日
㈮

主
催

安
来
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会

夏
休
み
子
ど
も
企
画
「
も
ぎ
裁

判
を
や
っ
て
み
よ
う
」

●申
●問
松
江
地
方
裁
判
所
総
務
課

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
７
０
１

裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士

に
な
っ
て
も
ぎ
裁
判
が
体
験
で

き
ま
す
。

日
時

８
月
１９
日
㈫
１３
時
１５
分

〜
１６
時
１５
分

場
所

松
江
地
方
裁
判
所
（
松

江
市
母
衣
町
）

対
象

小
学
校
５
・
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
。
小
学
生
の
み
参

加
不
可
。
１
グ
ル
ー
プ
（
５
人

ま
で
）
に
つ
き
一
人
の
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
。

定
員

４０
人
（
先
着
順
）

内
容

▽
法
廷
を
見
て
み
よ
う

▽
裁
判
官
に
質
問
し
て
み
よ
う

▽
裁
判
官
の
法
服
を
着
て
み
よ

う

▽
ク
イ
ズ
な
ど
。

申
込
期
限

８
月
１４
日
㈭

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
共
交
通
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※申込みが必要なイベントは、８月２５日

から環境政策課で受け付けを行ないます。

電話または直接、環境政策課まで申し込み

ください。

●場外企画 中海クルーズ

１０時３０分～１２時※要申込（先着２５人）

（小学生対象、３年生以下は保護者同伴）

遊覧船はくちょうⅡに乗り込み中海や安

来を見てみよう。

●申●問環境政策課 ℡２３‐３１０２

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●記念講演 13 時～

※要申込（先着１００人）

講 師 お天気キャスター

森田正光氏

テーマ 「異常気象と環境問題」

●環境アニメ上映 嫌われ者のラス

●環境イラスト作品展示＆表彰式

●イクメンパフォーマー“さと原人”のバルーンアートショー

●自然エネルギー教室 ※要申込（各１５人×２回）

（小中学生対象、４年生以下は保護者同伴）

・風の力で発電「エコライダー」

・マグネシウムと塩水で発電「燃料電池カー」

●簡単エコ工作

竹で水鉄砲、ペットボトルホバークラフトほか

●ふれあい動物園

●環境関連出展・フードコーナーなど

やややややややややややややややややややややややややややすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア ２０１４

「未来につなぐ地球環境」をテーマに環境フェア

を開催します。今年は新安来市発足 10 周年を記念

して和鋼博物館に会場を移して盛大に行います。

日 時 ９月14日㈰10時～15時

（雨天決行）

場 所 和鋼博物館
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